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 事業概要 

数値シミュレーションの検証に必要な⾵洞試験及び⾶⾏試験との⽐較を数理モデルを介して実施す
ることによって効率化することをめざす研究 

 

 JSS2 利用の理由 

⾶⾏試験及び⾵洞試験と⽐較するために粘性や圧縮性の効果を数値シミュレーションで予測するた
めに使⽤ 

 

 今年度の成果 

ビジネスジェット機形状の⾶⾏試験結果を地上試験結果と⽐較するために, 数値流体⼒学(CFD)解
析を実施した. 具体的には, ⾶⾏試験⾼度の変化による空⼒特性の変化, および⾵洞試験におけるレ
イノルズ数の不⾜と⽀持スティングの影響を検証するための解析を実施した.  

当初懸念したレイノルズ数効果による主翼上⾯衝撃波位置の変化は⾼マッハ数で失速に近い領域で
しか起こらず, その変化量も⾼々コード⻑の 10%程度であることが明らかとなった. (成果未公表につ
き, 図は⾮公開) 

 
 

 成果の公表 

なし 
 
 

空力モデル構築・比較の効率化 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：1.01 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 9,044,164.87 1.11 
SORA-PP 5,513.42 0.04 
SORA-LM 135.01 0.06 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 530.91 0.55 
/data 69,145.47 1.22 
/ltmp 4,512.22 0.39 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 1.33 0.05 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 ⾮該当 
プロセス並列数 25 
１ケースあたりの経過時間 12.5 時間 
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